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今回の数字 

 

 

 

 

～坂井市の人口・世帯 令和２年国勢調査～ 
 

令和 2 年 10 月 1 日を基準日として令和 2 年国勢調査が実施されました。皆様には調査へ

のご協力をいただき誠にありがとうございました。 

国勢調査は、我が国に住んでいるすべての人と世帯を対象とする国の最も重要な統計調査

です。国勢調査で得られた結果は行政施策やその他世帯を対象とした統計の標本設計、学術

研究など様々な分野に活用されています。 

今回は「令和 2 年国勢調査速報」より坂井市の人口や世帯の状況についてご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

◇現在の坂井市の人口、世帯数 

では現在の坂井市の人口を見てみましょう。 

令和 2 年の坂井市の人口は 88,533 人で、前回調査（平成 27 年）より 1,747 人減少しま

した（-1.94％）。男女別では、男性 42,750 人、女性 45,783 人でした。世帯数は 30,986

世帯で、前回調査より 1,532 世帯増加しています（+5.20％）。 

（次ページに「市町別人口・世帯数表」） 
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◇ほかの市町と比べると… 

 

坂井市の人口を福井県内の市町と比較して

みましょう。 

福井県内では、坂井市は福井市に次いで県

内で 2 番目の人口を有しています。世帯数も

同じく福井市に続き 2 番目です。 

右の表を見ると県内のほとんどの市町にお

いて人口が減少していることがわかります

（▲は負号）。福井県の人口は、平成 12 年の

国勢調査をピークに連続で減少しており、坂

井市の人口も平成 17 年の 92,318 人をピーク

に減少が続いています。 

 

 

 

 

 

資料：令和 2 年国勢調査速報↑ 

市町別の人口 資料：令和 2 年国勢調査速報↑ 



◇100 年前の坂井市 

大正 9 年（1920 年）に第 1 回目が実施された国勢調査は、令和 2 年（2020 年）で 100

年の節目を迎えました。 

記念すべき 100 年目ということで大正 9 年に行われた第 1 回目時点での坂井市の人口に

ついてご紹介します。 

下のグラフは大正 9 年から令和 2 年までの国勢調査人口です。第 1 回目の国勢調査が行

われた大正 9 年の坂井市（当時の三国町、丸岡町、春江町、坂井町の合計）の人口は 59,020

人でした。また男女別では、男性 27,726 人、女性 31,294 人でした。 

 

 

◇100 年でどう変わった？ 

坂井市の人口 総人口 男性 女性 

大正９年 59,020 人 27,726 人（47.0％） 31,294 人（53.0％） 

令和２年 88,533 人 42,750 人（48.3％） 45,783 人（51.7％） 

令和２年と大正９年の差 +29,513 人 +15,024 人 +14,489 人 

 

では、100 年間でどれくらい人口の変化があったのでしょうか。 

令和 2 年と大正 9 年を比べてみると人口の差は 29,513 人、約 3 万人の増加となってい

ます。男女別にみると男性が 15,024 人増加、女性が 14,489 人増加となっており、男性の

出典：坂井市統計年報を基に作成↑ 

（令和 2 年は速報値） 



当時の調査票のふりがな 

（総務省：国勢調査 100 年のあゆみ）↓ 

☆今回の数字の答え☆：第 1 回国勢調査から最新の国勢調査までの年数（大正 9

年から令和 2 年） 

 

ほうがより増加しています。また男女構成比では大正 9 年が男性 47.0％女性 53.0％、令和

2 年が男性 48.3％女性 51.7％となりました。100 年前より男女構成は均等になっていま

す。ちなみに、この 100 年で日本全体の人口は約 5600 万人から約 1 億 2700 万人にな

り、2 倍以上になりました。日本全体と比べると坂井市は変化が緩やかなようです。 

 

◇国勢調査の豆知識 

令和 2 年で 100 年目を迎えた国勢調査。そんな国勢調査に関する豆知識や 100 年前の姿

を少しご紹介します。 

 

☆国勢調査の期日はなぜ 10 月 1 日？ 

「冬は積雪が深く」、「夏は炎熱が激しく」、「春は旅行遊山するもの多く」と秋に絞られ、「比

較的人口の分布が常態であり、全人口の大半を占める農業従事者にとっては必ずしも農繁期

でなく、かつ１年の 4 分の 3 を経過した 10 月１日をもって最も適当な調査の期日と決め

た」と第 1 回報告書にあります。今日まで全国一斉に行うこの調査日だけは変わっていませ

ん。 

 

☆調査項目は現在と違う？ 

第１回当時の申告事項は 8 項目とシンプルでした。令和 2 年度の国勢調査では 19 項目にな

っており、より詳しいことがわかるようになりました。 

 

☆時代に即した調査票 

当時の調査票は時代に即した工夫が施されていました。

ふりがなは漢字の読みではなく「國民＝ひとびと」、「生

活＝くらしかた」、「世帯主＝うちの主人」など、明治以

降につくられた熟語など当時なじみのない言葉を一般

住民が理解できるよう言い換えられています。 

 

☆当時の平均寿命 

第 1 回目が行われた当時の平均寿命は男性が 42.06 歳、女性が 43.20 歳でした。令和 2 年

の平均寿命は男性が 81.64 歳、女性が 87.74 歳となっており、100 年で平均寿命は大きく延

び、女性は 2 倍以上にもなっています。 

 

☆国勢調査 100 年を記念した切手 

令和 2 年 9 月 1 日、郵便局では国勢調査 100 年目の節目を記念して特殊切手が発売されま

した。大正と令和をデザインした切手になっています。大正と現代の人々やスマートフォン

回答、昔の計数機装置など時代を反映したものが描かれています。 

 


